
 

6 

授 業 科 目 名 データ解析基礎 

担 当 者 名 猿澤 雄一 実 務 家 教 員 〇 

科 目 コ ー ド  授 業 形 態 講義 

学 年 2年 開 講 期 2026年度後期 

単 位 数 2単位 履 修 卒業必修 

ナ ン バ リ ン グ DP2-2-B 

授業の概要と方法 

〔実務家教員につい

ての特記事項含

む〕 

データ解析の基礎講義では、探索的データ解析 (EDA) のプロセスと、その構成要素に

ついて学ぶ。 

本講義では、AIを活用したサービス開発・提供を行っている上場 IT企業に勤務する教

員が、データの種類、特性、EDA のプロセス、要約統計、基本的な統計モデルとデー

タ分布に焦点を当てる。線形回帰、分類、クラスタリングの概念を紹介し、データから

意味ある情報を抽出するための基本的なアプローチを学ぶ。これらを通してデータ駆

動形の知識発見と意思決定の重要性を理解することを目的とする。 

授業の到達目標 

〔学習成果〕 

1．データ解析の全体像や目的を理解出来ている 

2．自分の手を動かして解析を進められる 

3．解析結果や手法について他者へ説明できる 

授 業 計 画 
準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及び必要時

間 

1. 探索的データ探索（EDA）の概要・目的の説明 
事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

2. データ前処理 1（クリーニング、欠損値処理） 
事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

3. データ前処理 2（データ変換とスケーリング） 
事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

4. 
データ前処理 3（カテゴリカルデータの処理方

法）、小テスト 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

5. 
データの要約統計 1（中心傾向、ばらつき、デー

タの分布） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

6. 
データの要約統計 2（要約統計量の計算と解

釈）、小テスト 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

7. 
統計モデリングの基礎 1（統計モデルの概要、線

形回帰モデルの原理） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

8. 
統計モデリングの基礎 2（モデルの評価と解釈

方法）、小テスト 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

9. 
分類モデルと予測 1（分類モデル概要、ロジステ

ィック回帰） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

10. 
分類モデルと予測 2（分類モデルの評価と性能

指標）、小テスト 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

11. 
クラスタリング 1（クラスタリング概要、K-

meansクラスタリング） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

12. 
クラスタリング 2（クラスタリング結果の解釈

と有用性）、小テスト 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

13. データ可視化 1（主な可視化手法の紹介） 事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180
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分） 

14. 
データ可視化 2（データの理解と発見）、小テス

ト 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

15. 最近の探索的データ探索のトレンド 
事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

準備学習・事後学習等についての補足説明 

 

成績評価の方法〔評価項目と割合〕 

定期試験 小テスト  

50％ 50％  

使 用 テ キ ス ト 

書籍名 著者 出版社 

使用しない。適宜資料を配布する。   

   

参考書又は参考資料等 

1．田邉 正幸『 kaggleで上位に入るための探索的データ解析入門』。 

2．門脇 大輔 (著), 阪田 隆司 (著), 保坂 桂佑 (著), 平松 雄司 (著)『 Kaggleで勝つデータ分析の技術』技術

評論社。 

3．IBM『探索的データ分析』 https://www.ibm.com/jp-ja/topics/exploratory-data-analysis   。 

4．足立悠『機械学習のための「前処理」入門』リックテレコム。 

そ の他 〔受講に際しての注意点、課題（試験やレポート等）に対するフィードバックについて〕 

日頃の講義に対する理解度を確認するとともに日々の積み重ねが大事であることを実感してもらうために小

テストの比重を 50%まで上げている。定期試験では応用や社会面での実利用シーン等、実際に使うことをどれ

だけ意識出来ているかを確認することとし、小テストのプラスアルファを見る位置づけとする。 

担当教員の連絡先等 

担当教員E-mail その他 

講義開始後に改めて連絡  
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授 業 科 目 名 ニューラルネット基礎 

担 当 者 名 猿澤 雄一 実 務 家 教 員 〇 

科 目 コ ー ド  授 業 形 態 講義 

学 年 3年 開 講 期 2027年度前期 

単 位 数 2単位 履 修 卒業必修 

ナ ン バ リ ン グ DP2-3-A 

授業の概要と方法 

〔実務家教員につい

ての特記事項含

む〕 

本科目では、AIを活用したサービス開発・提供を行っている上場 IT企業に勤務する教

員が、ニューラルネットワークの基本原理について講義する。モデルニューロン、活性

化関数、層構造の概念を学び、単純な 2層ニューラルネットワークの構築と学習過程を

学習する。またバックプロパゲーションと勾配降下法の基礎を紹介し、基本的なモデル

評価とチューニング方法についても学ぶ。さらに畳み込みニューラルネットワーク等

の深層学習の基本を理解する。 

授業の到達目標 

〔学習成果〕 

1．ニューラルネットワークの概要（特に特徴と目的）を理解できている。 

2．ニューラルネットワークをライブラリ等活用して実装できる。 

3．ニューラルネットワークの得意・不得意を理解し、適切に適用できる。 

授 業 計 画 
準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及び必要時

間 

1. 
近年の AI 技術とニューラルネットワークの関

係性、授業の目的説明 

事前：テキストの全体を概観し、どのようなことを学

ぶか調べてみる。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

2. パーセプトロン、多層パーセプトロン 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

3. 
ニューラル・ネットワークの基本概念（活性化

関数） 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

4. ニューラル・ネットワークの基本概念（層構造） 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

5. ニューラル・ネットワークの基本概念（2層） 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

6. ニューラル・ネットワークの学習、小テスト 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

7. バックプロパゲーション 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

8. 勾配降下法 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

9. モデル評価 事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 
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事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

10. チューニング 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

11. 
畳み込みニューラル・ネットワーク（畳み込み

演算） 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

12. 
畳み込みニューラル・ネットワーク（畳み込み

ニューラル・ネットワーク）、小テスト 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

13. 深層学習の基本概念 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

14. 深層学習とニューラル・ネットワーク 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

15. 
ニューラル・ネットワークに関する近年の動向

紹介 

事前：講義の全体を振り返る。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

準備学習・事後学習等についての補足説明 

 

成績評価の方法〔評価項目と割合〕 

定期試験 小テスト  

50％ 50％  

使 用 テ キ ス ト 

書籍名 著者 出版社 

『ニューラルネットワークとディープラーニング』 
Charu C. Aggarwal（著）／竹村

彰通、今泉允聡（監訳）編 
学術図書出版社 

   

参考書又は参考資料等 

1．斎藤 康毅『ゼロから作るDeep Learning ―Pythonで学ぶディープラーニングの理論と実装』オライリー・

ジャパン。 

そ の他 〔受講に際しての注意点、課題（試験やレポート等）に対するフィードバックについて〕 

日頃の講義に対する理解度を確認するとともに日々の積み重ねが大事であることを実感してもらうために小

テストの比重を 50%まで上げている。定期試験では応用や社会面での実利用シーン等、実際に使うことをどれ

だけ意識出来ているかを確認することとし、小テストのプラスアルファを見る位置づけとする。 

担当教員の連絡先等 

担当教員E-mail その他 

講義開始後に改めて連絡  
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授 業 科 目 名 食農健康データサイエンス 

担 当 者 名 猿澤 雄一 実 務 家 教 員 〇 

科 目 コ ー ド  授 業 形 態 講義 

学 年 3年 開 講 期 2027年度前期 

単 位 数 2単位 履 修 卒業必修 

ナ ン バ リ ン グ DP4-3-A 

授業の概要と方法 

〔実務家教員につい

ての特記事項含

む〕 

本科目は、食と健康、福祉、農業の各分野における現実の問題を取り上げ、データサイ

エンスの視点から課題を共有し、解決策を模索するケーススタディ科目である。これら

の分野における具体的な問題を提示し、現場の声や悩みを共有した上で、収集すべきデ

ータ、問題の本質の特定、有効な解決策の発見に向けたディスカッションを行う。デー

タサイエンスを用いた農業事業へ携わる上場 IT企業に勤務する教員が、実際のケース

スタディを通じて、データ駆動型の問題解決アプローチを学び、実践的な知識と技能を

養う。 

授業の到達目標 

〔学習成果〕 

1．データ駆動型問題解決アプローチについて他者に説明できる。 

2．活用事例を他者に説明できる。 

3．複数人と協議し、考えを深め自身の意見を発表できる。 

授 業 計 画 
準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及び必要時

間 

1. 
授業概要や目的、データサイエンスと食・健康・

福祉・農業との関係性説明 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

2. 
データ駆動型問題解決アプローチと必要なスキ

ル、知識 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

3. 
食の分野におけるデータサイエンスの活用事例

1(香気分析) 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

4. 
食の分野におけるデータサイエンスの活用事例

2(新商品開発) 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

5. 
健康の分野におけるデータサイエンスの活用事

例 1(医療画像解析) 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

6. 
健康の分野におけるデータサイエンスの活用事

例 2(パブリックデータ活用) 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

7. 
グループディスカッション：食・福祉分野での

ケーススタディと発表(グループ組と調査) 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

8. 
グループディスカッション：食・福祉分野での

ケーススタディと発表(分析続き、発表※) 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

9. 
福祉の分野におけるデータサイエンスの活用事

例 1(障害福祉データ) 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

10. 
福祉の分野におけるデータサイエンスの活用事

例 2(自治体ビッグデータ) 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

11. 
農業の分野におけるデータサイエンスの活用事

例 1(病害虫検知) 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

12. 
農業の分野におけるデータサイエンスの活用事

例 2(品質推測) 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

13. グループディスカッション：福祉・農業分野で 事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180
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のケーススタディと発表(グループ組と調査) 分） 

14. 
グループディスカッション：福祉・農業分野で

のケーススタディと発表(分析続き、発表※) 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

15. 
直近の食農健康データサイエンス トピック紹

介 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

準備学習・事後学習等についての補足説明 

授業で取り上げたもの以外で、食や健康等の分野におけるデータサイエンスの活用事例（問題、必要なデータ、

利用手法、それによって得られた成果・効果等）をグループ 2〜3人程度で発表してもらう。情報収集・整理を

行い、発表を通じてデータサイエンスにおける問題解決アプローチに対して理解を深める。 

成績評価の方法〔評価項目と割合〕 

グループ発表 2回   

100％（50％×2）   

使 用 テ キ ス ト 

書籍名 著者 出版社 

使用しない。適宜資料を配布する。   

   

参考書又は参考資料等 

1.国立研究開発法人科学技術振興機構  研究開発戦略センター『2.1.6 AI・データ駆動型問題解決』 

https://www.jst.go.jp/crds/pdf/2022/FR/CRDS-FY2022-FR-04/CRDS-FY2022-FR-04_20106.pdf . 

そ の他 〔受講に際しての注意点、課題（試験やレポート等）に対するフィードバックについて〕 

成績評価については以下の観点を用いる。 

・これまでの講義内容との関連付けの強さ、多さ：40% 

・発表内容のわかりやすさ：15% 

・チームワーク：15% 

・時間管理：15% 

・質疑応答：15% 

担当教員の連絡先等 

担当教員E-mail その他 

講義開始後に改めて連絡  
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授 業 科 目 名 先端AI論 

担 当 者 名 猿澤 雄一 実 務 家 教 員 〇 

科 目 コ ー ド  授 業 形 態 講義 

学 年 3年 開 講 期 2027年度後期 

単 位 数 2単位 履 修 卒業必修 

ナ ン バ リ ン グ DP4-3-A 

授業の概要と方法 

〔実務家教員につい

ての特記事項含

む〕 

「先端AI特論」では、上場 IT企業で勤務する教員が、IT産業で活躍する専門家を招

き、最先端の AI 開発とその応用に関する講演を聴く。この科目では、現場での AI の

最新動向、開発手法、応用事例に焦点を当て、学生が大学で学んだ AI・機械学習の知

識と最先端の AI 技術との関連を理解する。現実世界の AI プロジェクトや業界の事例

を通じて、理論と実践のギャップを埋め、最新技術の応用可能性を探る。実際の産業界

でのAIの利用事例と課題についてのディスカッションを通じて、学生は先端技術の実

践的な知識と理解を深める。 

授業の到達目標 

〔学習成果〕 

1．学習した知識と最先端AI技術との関連性を理解できる。 

2．現実世界のAIプロジェクト・事例について他者に説明できる。 

3．AIの活用事例と課題について議論し、意見を主張できる。 

授 業 計 画 
準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及び必要時

間 

1. 
授業の位置付け、AIの基本的な概念よび機械学

習の復習 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

2. AIの進化・歴史と最新のAI動向 
事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

3. 深層学習と画像認識 
事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

4. ロボティクスとAIの融合 
事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

5. AI応用事例 1：農業分野（外部講師） 
事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

6. AIの開発手法 
事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

7. 自然言語処理とAI 
事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

8. AI応用事例 2：医療分野（外部講師） 
事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

9. AIによる自動化と業務効率化 
事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

10. 生成AIと発展可能性 
事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

11. AI応用事例 3：コーポレート分野（外部講師） 
事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

12. その他AIの応用事例と成功要因 
事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

13. グループ発表の導入、発表形式や評価基準の再 事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180
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説明 分） 

14. グループ発表準備 
事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

15. グループ発表 
事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（180

分） 

準備学習・事後学習等についての補足説明 

※第 15回目は授業で取り上げたもの以外で、AIの社会における応用事例、利用されている技術と成功要因を

グループ 2〜3人程度で発表してもらう。情報収集・整理・成功要因の分析を行い、発表を通じて実社会のAI

利用の理解を深める。 

成績評価の方法〔評価項目と割合〕 

グループ発表   

100％   

使 用 テ キ ス ト 

書籍名 著者 出版社 

使用しない。適宜資料を配布する。   

   

参考書又は参考資料等 

使用しない。適宜資料を配布する。 

そ の他 〔受講に際しての注意点、課題（試験やレポート等）に対するフィードバックについて〕 

グループ発表（100%）については次の配点で評価する 

・これまでの講義内容との関連付けの強さ、多さ：40% 

・発表内容のわかりやすさ：15% 

・チームワーク：15% 

・時間管理：15% 

・質疑応答：15% 

担当教員の連絡先等 

担当教員E-mail その他 

講義開始後に改めて連絡  
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授 業 科 目 名 サプライチェーンマネジメント学 

担 当 者 名 

村井 慶史 

中野 達彦 

清川 隼矢 

千住 和久 

小﨑 竜也 

実 務 家 教 員 〇 

科 目 コ ー ド  授 業 形 態 講義 

学 年 3年 開 講 期 2027年度前期 

単 位 数 2単位 履 修 卒業必修 

ナ ン バ リ ン グ DP4-3-A 

授業の概要と方法 

〔実務家教員につい

ての特記事項含

む〕 

農作物のサプライチェーンマネジメントについて学びます。サプライチェーンは、生産

から消費までの一連のプロセスを指し、これには生産、収穫、加工、パッケージング、

輸送、販売が含まれます。この講義では、アグリビジネスを企画・運営する上場 IT企

業に勤務する教員が、これらの各ステップでの効率的な管理方法と、サプライチェーン

全体の最適化について学びます。また、サプライチェーンの持続可能性と、気候変動へ

の対応方法についても議論します。 

授業の到達目標 

〔学習成果〕 

1．サプライチェーンマネジメントの全体像を理解できる。 

2．各要素の適切な管理手法を知っている。 

3．サプライチェーンの持続可能性・気候変動への対応方法を他者へ説明できる。 

授 業 計 画 
準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及び必要時

間 

1. 
授業概要、評価方法、サプライチェーンマネジ

メントの概要 

事前：テキストの全体を概観し、どのようなことを学

ぶか調べてみる。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

2. 農業生産と収穫の管理 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

3. 加工とパッケージング 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

4. 輸送と物流 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

5. 販売と市場展開、小テスト 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

6. サプライチェーンの持続可能性 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

7. 気候変動への対応 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 
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8. サプライチェーンのテクノロジーとデジタル化 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

9. サプライチェーンリスク管理、小テスト 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

10. 品質管理と品質保証 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

11. 効率化とコスト削減 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

12. サプライチェーンのネットワーク設計 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

13. 
サプライチェーンのパフォーマンス評価、小テ

スト 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

14. 国際サプライチェーンマネジメント 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

15. サプライチェーンの未来展望 

事前：講義の全体を振り返る。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

準備学習・事後学習等についての補足説明 

 

成績評価の方法〔評価項目と割合〕 

定期試験 小テスト  

50％ 50％  

使 用 テ キ ス ト 

書籍名 著者 出版社 

『サプライチェーン・マネジメント概論: 基礎から学ぶ SCM と経営戦

略』使用しない。適宜資料を配布する。 
苦瀬 博仁（編） 白桃書房 

   

参考書又は参考資料等 

1．三井住友銀行『サプライチェーンマネジメント（ SCM）とは？導入メリット等を紹介』 

https://www.smbc.co.jp/hojin/magazine/planning/about-supply-chain-management.html 。 

そ の他 〔受講に際しての注意点、課題（試験やレポート等）に対するフィードバックについて〕 

 

担当教員の連絡先等 

担当教員E-mail その他 

講義開始後に改めて連絡  
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授 業 科 目 名 アグリビジネスマネジメント学 

担 当 者 名 

村井 慶史 

中野 達彦 

清川 隼矢 

千住 和久 

小﨑 竜也 

実 務 家 教 員 〇 

科 目 コ ー ド  授 業 形 態 講義 

学 年 3年 開 講 期 2027年度後期 

単 位 数 2単位 履 修 卒業必修 

ナ ン バ リ ン グ DP4-3-B 

授業の概要と方法 

〔実務家教員につい

ての特記事項含

む〕 

本科目ではアグリビジネスを企画、運営する上場 IT企業に勤務する教員が、農業経営

の基本的な概念と理論を講義します。農業の生産性、効率性、持続可能性を向上させる

ための戦略と技術を探求します。また、農業政策、市場動向、気候変動など、農業経営

に影響を与える外部要因についても考察します。この講義を通じて、学生は農業経営の

課題と可能性を理解し、実践的なスキルを習得します。理論と実践のバランスを取りな

がら、農業経営の成功に必要な知識と技術を深めていきます。 

授業の到達目標 

〔学習成果〕 

1．農業経営とはなにか、その概要や重要性を理解できる。 

2．考慮すべき外部要因について他者に説明できる。 

3．農業経営に必要なスキルを身につけられている。 

授 業 計 画 
準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及び必要時

間 

1. 授業概要、評価方法、農業経営の概要 

事前：テキストの全体を概観し、どのようなことを学

ぶか調べてみる。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

2. 生産性の向上 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

3. 効率性の追求 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

4. 持続可能性の確保 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

5. 農業政策と市場動向、小テスト 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

6. 気候変動と農業 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

7. 農業経営の課題と可能性 
事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90
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分） 

8. 農業経営の実践的スキル 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

9. 農業経営の成功事例、小テスト 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

10. 理論と実践の融合 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

11. 農業経営の技術革新 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

12. リスク管理と予測 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

13. 農業経営のマーケティング戦略、小テスト 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

14. 農業経営における労働管理 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

15. 農業経営の将来展望 

事前：講義の全体を振り返る。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

準備学習・事後学習等についての補足説明 

 

成績評価の方法〔評価項目と割合〕 

定期試験 小テスト  

50％ 50％  

使 用 テ キ ス ト 

書籍名 著者 出版社 

『農業経済学 第 5版 （岩波テキストブックス）』 荏開津 典生、鈴木 宣弘 岩波書店 

   

参考書又は参考資料等 

1. 農 林 水 産 省 『 経 営 者 と し て 独 立 し て 農 業 を 営 む 』 

https://www.maff.go.jp/j/aff_terrace/owner/index.html  。 

2. 鳥 取 県 『 農 業 経 営 者 に な る た め の 基 礎 知 識 』 

https://www.pref.tottori.lg.jp/secure/445789/3_3syou.pdf  。 

そ の他 〔受講に際しての注意点、課題（試験やレポート等）に対するフィードバックについて〕 
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担当教員の連絡先等 

担当教員E-mail その他 

講義開始後に改めて連絡  
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授 業 科 目 名 アントプレナー論 

担 当 者 名 

村井 慶史 

中野 達彦 

清川 隼矢 

千住 和久 

小﨑 竜也 

実 務 家 教 員 〇 

科 目 コ ー ド  授 業 形 態 講義 

学 年 2年 開 講 期 2026年度前期 

単 位 数 2単位 履 修 卒業必修 

ナ ン バ リ ン グ DP4-2-A 

授業の概要と方法 

〔実務家教員につい

ての特記事項含

む〕 

本講義では上場 IT企業で様々な事業の立ち上げ・企画・開発を担当する教員から新規

事業立ち上げの全過程を学びます。市場調査から始め、競合分析、ターゲット顧客の特

定、ビジネスモデルの開発、そして事業計画の作成までをカバーします。さらに、資金

調達戦略、マーケティングと販売戦略、そして事業の運営と成長についても学びます。

この講義を通じて、学生は理論的な知識だけでなく、実践的なスキルも身につけること

ができます。具体的な事例を通じて、新規事業立ち上げの成功と失敗について学び、自

身のビジネスアイデアを形にするための具体的なステップを理解します。 

授業の到達目標 

〔学習成果〕 

1．事業を立ち上げるプロセスを理解できる。 

2．各種ツールやフレームワークを特性に合わせて使い分けられる。 

3．ビジネスプランを検討し、事業計画書を作成できる。 

授 業 計 画 
準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及び必要時

間 

1. 授業の位置付け、概要、評価方法の説明 

事前：テキストの全体を概観し、どのようなことを学

ぶか調べてみる。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

2. 事業アイディア創出（基本） 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

3. 
事業アイディア創出（グループ・ダイナミック

ス、KJ法、デザインシンキング） 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

4. 現状分析（3C分析、SWOT分析、5F分析） 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

5. 
ターゲット顧客と提供価値（セグメンテーショ

ン） 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

6. 
ターゲット顧客と提供価値（ターゲティング、

差別化）、小テスト 1 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

7. 事業戦略策定（4P戦略） 
事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90
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分） 

8. 事業戦略策定（PLC戦略） 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

9. ビジネスモデル策定 1（概要） 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

10. 
ビジネスモデル策定 2（ビジネスモデル前半）、

小テスト 2 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

11. 資金調達戦略 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

12. 組織戦略 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

13. 事業計画書 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

14. 最近の事業トピック 

事前：テキストの指定範囲を通読しておく。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

15. アントレプレナーとは 

事前：講義の全体を振り返る。（90分） 

事後：講義の要点を再確認し、ノートにまとめる。（90

分） 

準備学習・事後学習等についての補足説明 

 

成績評価の方法〔評価項目と割合〕 

定期試験 小テスト  

50％ 50％  

使 用 テ キ ス ト 

書籍名 著者 出版社 

『改訂新版 超図解! 新規事業立ち上げ入門』 木下 雄介編 幻冬舎社 

   

参考書又は参考資料等 

1．スティーブン G.ブランク（著）、堤 孝志（翻訳）、渡邊 哲（翻訳） 『アントレプレナーの教科書 新装版： 

シリコンバレー式イノベーション・プロセス』翔泳社。 

そ の他 〔受講に際しての注意点、課題（試験やレポート等）に対するフィードバックについて〕 

 

担当教員の連絡先等 

担当教員E-mail その他 
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講義開始後に改めて連絡  

 

 

 


